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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
情報の記録再生手段と、光ディスクドライブ以外の外部機器である第1の外部機器が通信
路上の接続機器に対する記録再生手順の指令ならびに該指令を含む記録再生情報の通信を
制御する第１の通信路を通じて上記記録再生手段との記録再生情報を送受信する第１のイ
ンターフェイス手段とを具備した情報記録再生装置において、
第２の通信路を通じて光ディスクドライブである第２の外部機器と上記記録再生手段との
記録再生情報の送受信を行う第２のインターフェイス手段と、上記第２の通信路上の接続
機器に対する記録再生手順の指令ならびに該指令を含む記録再生情報の通信制御手段とを
具備して、上記記録再生手段への記録再生情報の記録再生手順の指令制御源を第１のイン
ターフェイス手段を介した記録再生と第２のインターフェイス手段を介した記録再生とで
異ならしめることを特徴とする情報記録再生装置。
【請求項２】
被写体像を映像記録情報に変換する撮像手段と、該映像記録情報を記録再生する記録再生
手段と、該記録再生手段に上記映像記録情報の記録再生手順を指令する第１の記録再生制
御手段と、光ディスクドライブ以外の外部機器である第1の外部機器が通信路上の接続機
器に対する記録再生手順の指令ならびに該指令を含む記録再生情報の通信を制御する第１
の通信路を通じて上記記録再生手段との記録再生情報を送受信する第１のインターフェイ
ス手段とを具備した情報記録再生装置において、
第２の通信路を通じて光ディスクドライブである第２の外部機器と上記記録再生手段との
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記録再生情報の送受信を行う第２のインターフェイス手段と、上記第２の通信路上の接続
機器への記録再生手順の指令する第２の記録再生制御手段と、上記第２の外部機器への上
記記録再生手順指令を含む記録再生情報の通信制御手段とを具備して、上記記録再生手段
への記録再生情報の記録再生手順の指令制御源を第１のインターフェイス手段を介した記
録再生と第２のインターフェイス手段を介した記録再生とで異ならしめることを特徴とす
る情報記録再生装置。
【請求項３】
請求項１または２に記載の情報記録再生装置において、
上記第１のインターフェイス手段がＵＳＢ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ
）準拠のインターフェイス手段で、第２のインターフェイス手段がＳＡＴＡ（Ｓｅｒｉａ
ｌ　Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　Ａｔｔａｃｈｍｅｎｔ）準拠のインター
フェイス手段であることを特徴とする情報記録再生装置。
【請求項４】
請求項１乃至３のいずれかに記載の情報記録再生装置において、
上記第２のインターフェイス手段への電力供与を断続する電源切断手段を具備し、第２の
インターフェイス手段へ上記第２の外部機器が上記第２の通信路を通じて接続される場合
のみ第２のインターフェイス手段へ電力を供与することを特徴とする情報記録再生装置。
【請求項５】
請求項４記載の情報記録再生装置において、
装置への電力供給として商用電源から生成される第１の電源供給手段と、蓄電電源から生
成される第２の電源供給手段と、上記第１と第２の電源供給手段の何れから電力を供給す
るかを制御する電源切替制御手段とを具備した情報記録再生装置であって、
上記第２のインターフェイス手段へ上記第２の外部機器が接続される場合とは上記第１の
電源供給手段によって電力が供給されている場合であることを特徴とする情報記録再生装
置。
【請求項６】
請求項４記載の情報記録再生装置において、
上記第２のインターフェイス手段への第２の外部機器を接続することを明示する操作指示
手段を具備し、該操作指示手段によって使用者が上記第２の外部機器の接続を指示した場
合に、上記第２のインターフェイス手段への電力を供給することを特徴とする情報記録再
生装置。
【請求項７】
情報の記録再生手段と、光ディスクドライブ以外の外部機器である第1の外部機器が通信
路上の接続機器に対する記録再生手順の指令ならびに該指令を含む記録再生情報の通信を
制御する第１の通信路を通じて上記記録再生手段との記録再生情報を送受信する第１のイ
ンターフェイス手段と、第２の通信路を通じて光ディスクドライブである第２の外部機器
と上記記録再生手段との記録再生情報の送受信を行う第２のインターフェイス手段と、上
記第２の通信路上の接続機器に対する記録再生手順の指令ならびに該指令を含む記録再生
情報の通信制御手段とを具備して上記記録再生手段への記録再生情報の記録生成手順の指
令制御源を第１のインターフェイス手段と第２のインターフェイス手段とで異ならしめる
情報記録再生装置であって、
上記第２のインターフェイス手段への電力供与を断続する電源切断手段を具備し、第２の
インターフェイス手段へ上記第２の外部機器が接続される場合のみ電力を供与することを
特徴とする情報記録再生装置。
【請求項８】
映像を記録情報に変換する撮像手段と、該映像記録情報を記録再生する記録再生手段と、
該記録再生手段に上記映像記録情報の記録再生手順を指令する第１の記録再生制御手段と
、光ディスクドライブ以外の外部機器である第1の外部機器が通信路上の接続機器に対す
る記録再生手順の指令ならびに該指令を含む記録再生情報の通信を制御する第１の通信路
を通じて上記記録再生手段との記録再生情報を送受信する第１のインターフェイス手段と
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、第２の通信路を通じて光ディスクドライブである第２の外部機器と上記記録再生手段と
の記録再生情報の送受信を行う第２のインターフェイス手段と、上記第２の通信路上の接
続機器への記録再生手順を指令する第２の記録再生制御手段と、上記第２の外部機器への
上記記録再生手順指令を含む記録再生情報の通信制御手段とを具備して、上記記録再生手
段への記録再生情報の記録生成手順の指令制御源を第１のインターフェイス手段と第２の
インターフェイス手段とで異ならしめる情報記録再生装置であって、
上記第２のインターフェイス手段への電力供与を断続する電源切断手段を具備し、第２の
インターフェイス手段へ上記第２の外部機器が接続される場合のみ電力を供与することを
特徴とする情報記録再生装置。
【請求項９】
請求項７または８記載の情報記録再生装置において、
上記第１のインターフェイス手段がＵＳＢ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ
）準拠のインターフェイス手段で、第２のインターフェイス手段がＳＡＴＡ（Ｓｅｒｉａ
ｌ　Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　Ａｔｔａｃｈｍｅｎｔ）準拠のインター
フェイス手段であることを特徴とする情報記録再生装置。
【請求項１０】
請求項７乃至９のいずれかに記載の情報記録再生装置において、
上記第２のインターフェイス手段への電力供与を断続する電源切断手段を具備し、第２の
インターフェイス手段へ上記第２の外部機器が接続される場合のみ電力を供与することを
特徴とする情報記録再生装置。
【請求項１１】
請求項１０記載の情報記録再生装置において、
装置への電力供給として商用電源から生成される第１の電源供給手段と、蓄電電源から生
成される第２の電源供給手段と、上記１と第２の電源供給手段の何れから電力を供給する
かを制御する電源切替制御手段とを具備した情報記録再生装置であって、
上記第２のインターフェイス手段へ上記第２の外部機器が接続される場合とは上記第１の
電源供給手段によって電力が供給されている場合であることを特徴とする情報記録再生装
置。
【請求項１２】
請求項１０記載の情報記録再生装置において、
上記第２のインターフェイス手段への第２の外部機器を接続することを明示する操作指示
手段を具備し、該操作指示手段によって使用者が上記第２の外部機器の接続を指示した場
合に、上記第２のインターフェイス手段への電力を供給することを特徴とする情報記録再
生装置。
【請求項１３】
映像を記録情報に変換する撮像手段と、該映像記録情報を記録再生する記録再生手段と、
該記録再生手段に上記映像記録情報の記録再生手順を指令する第１の記録再生制御手段と
、光ディスクドライブ以外の外部機器である第1の外部機器が通信路上の接続機器に対す
る記録再生手順の指令ならびに該指令を含む記録再生情報の通信を制御する通信路を通じ
て上記記録再生手段との記録再生情報を送受信するインターフェイス手段とを具備した情
報記録再生装置であって、
光ディスクドライブである第２の外部機器と上記記録再生手段との記録再生情報の送受信
を上記インターフェイス手段を通じて行い、上記第２の外部機器への記録再生手順を指令
する第２の記録再生制御手段と、上記第２の外部機器への上記記録再生手順指令を含む記
録再生情報の通信制御手段と、上記インターフェイス手段を利用して上記記録再生手段に
記録再生手順を指令する指令源が外部機器上にあるか装置内にあるかを使用者が指示する
制御指示手段とを具備したことを特徴とする情報記録再生装置。
【請求項１４】
請求項１３記載の情報記録再生装置において、
表示手段を具備し、上記制御指示手段が上記記録再生手段への記録再生手順の制御源が外
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部機器上にあると設定されている場合は、その旨を上記表示手段で表示することを特徴と
する情報記録再生装置。
【請求項１５】
請求項１３または１４記載の情報記録再生装置において、
上記インターフェイス手段への電源通電遮断手段と、第２の制御指示手段を具備し、上記
制御指示手段が上記記録再生手段への記録再生手順の制御源が外部機器内にある場合は、
上記電源通電遮断手段により電源の通電を行い、上記制御指示手段が上記記録再生手段へ
の記録再生手順の制御源が装置内にある場合には上記第２の制御指示手段により、上記電
源通電遮断手段によるインターフェイス手段への電源通電遮断を選択されることを特徴と
する情報記録再生装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は情報記録再生装置（情報を記録および／または再生する装置）に関する。例え
ば、記録媒体への情報記録装置に係わり、特に、デジタルビデオカメラのダビングにおけ
る外部機器接続に関する。
【背景技術】
【０００２】
　本技術分野の背景技術として、例えば、（特許文献１）特表２００６－５０８４１３号
公報、（特許文献２）特開２００６－０５９０３３号公報、（特許文献３）特開２００６
－０５９０８８号公報、（特許文献４）特開２００３－３３９００５号公報がある。
【０００３】
　（特許文献１）特表２００６－５０８４１３号公報には、「複合ＡＴＡおよびＳＡＴＡ
コントローラ（制御装置）を提供する。この制御装置は、ＡＴＡ準拠のパラレル記憶装置
（１３５，１４０）との間のデータ転送を制御する制御ユニット（３００－３３０）と、
ＳＡＴＡ準拠のシリアル記憶装置（２２０，２２５）との間のデータ転送を制御する制御
ユニット（３３５，３４０）とを備える。この制御装置はパラレル記憶装置およびシリア
ル記憶装置との間のデータ転送を同時に実行可能である。制御装置のハードウェアの相当
の部分を再利用することによって、複合制御装置はコスト対効果の高い形態で実現できる
。」と記載されている（要約参照）。
【０００４】
　（特許文献２）特開２００６－０５９０３３号公報には「［課題］省電力効果が高い電
源制御を実現できるデータ転送制御システム、電子機器及びプログラムを提供すること。
［解決手段］ＢＵＳ１を介して接続されるＰＣ１（第１の電子機器）とＢＵＳ２を介して
接続されるＨＤＤ１００（デバイス）との間でのデータ転送を制御するデータ転送制御シ
ステム１０であって、ＨＤＤ１００への電源供給をオンにする前に、ＢＵＳ１へのアタッ
チの指示を行う接続制御部５２と、アタッチの後に、ＢＵＳ１がリセット状態になったか
否かを検出するバス状態監視部６０と、ＢＵＳ１のリセット状態が検出された場合に、Ｈ
ＤＤ１００への電源供給をオンにする電源制御を行う電源制御部９０を含む。」と記載さ
れている（要約参照）。
【０００５】
　（特許文献３）特開２００６－０５９０８８号公報には「［課題］省電力効果が高い電
源制御を実現できるデータ転送制御システム、電子機器及びプログラムを提供すること。
［解決手段］ＢＵＳ１を介して接続されるＰＣ１（第１の電子機器）とＢＵＳ２を介して
接続されるＨＤＤ１００（デバイス）との間でのデータ転送を制御するデータ転送制御シ
ステム１０であって、ＰＣ１から、ＨＤＤ１００へのアクセス権を取得するためのログイ
ン要求が来た場合には、ログイン要求の受け付け処理を行い、ＰＣ１から、ログイン要求
により取得されたアクセス権を放棄するためのログアウト要求が来た場合には、ログアウ
ト要求の受け付け処理を行うマネージメント部６０と、ＰＣ１から、ＨＤＤ１００に対す
るログイン要求が来た場合に、ＨＤＤ１００への電源供給をオンにする電源制御を行う電
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源制御部９０を含む。」と記載されている（要約参照）。
【０００６】
　（特許文献４）特開２００３－３３９００５号公報には「［課題］撮像装置から外部機
器へのデータ転送の効率化を図る。［解決手段］ビデオカメラ１０１は、ＤＶＤ－Ｒデッ
キ１０２等の外部機器と接続するIEEE1394インターフェイス２０９を備え、少なくとも２
種類のデータ転送レートを有している。ビデオカメラ１０１は、ＤＶＤ－Ｒデッキ１０２
のアドレス情報を読みに行き、ＤＶＤ－Ｒデッキ１０２のデータ転送レートを取得すると
ともに、そのデータ転送レート情報をメモリ２１３に格納する。次に、ビデオカメラ１０
１は、メモリ２１３に格納されたＤＶＤ－Ｒデッキ１０２のデータ転送レート情報を参照
し、ビデオカメラ１０１自身のデータ転送レートから所定のデータ転送レート、例えば両
者の転送レートが一致する中で最大のデータ転送レートを決定する。」と記載されている
（要約参照）。
【０００７】
【特許文献１】特表２００６－５０８４１３号公報
【特許文献２】特開２００６－０５９０３３号公報
【特許文献３】特開２００６－０５９０８８号公報
【特許文献４】特開２００３－３３９００５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　ハードディスクドライブ（以下Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｃ　Ｄｒｉｖｅを略しＨＤＤと記載す
る）や光ディスクドライブ（以下Ｏｐｔｉｃａｌ Ｄｉｓｃ Ｄｒｉｖｅを略しＯＤＤと記
載する。）へのインターフェイス手段として、ＡＴＡ（Ａｄｖａｎｃｅｄ Ｔｅｃｈｎｏ
ｌｏｇｙ Ａｔｔａｃｈｍｅｎｔ）準拠のパラレルインターフェイスが利用される。
【０００９】
　これらのインターフェイスは、結線数が多い一方で後述するシリアルインターフェイス
に比べて低い周波数で伝送が可能であるため電力的に有利であり、電子装置内部でのＨＤ
ＤやＯＤＤ接続に利用される。
【００１０】
　これに対して、電子装置同士を接続して一方の電子装置から他方の電子装置の内部のＨ
ＤＤやＯＤＤに対して記録や再生を行ったり、外付けのＨＤＤやＯＤＤを電子装置に接続
することを考慮して、ＡＴＡ準拠の伝送を結線数の少ない小型のコネクタで可能とするシ
リアル結線で実現するＳＡＴＡ（Ｓｅｒｉａｌ　Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇ
ｙ　Ａｔｔａｃｈｍｅｎｔ）インターフェイスやＵＳＢ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｅｒｉ
ａｌ　Ｂｕｓ）インターフェイス、ＩＥＥＥ１３９４インターフェイスによる伝送技術が
ある。
【００１１】
　これらのインターフェイスは、必要に応じて適当なバッファメモリを有して、パラレル
のＡＴＡ準拠信号をシリアル信号に変換する制御を送受信装置間の双方向に対して行うこ
とにより実現される。ここで特に、ＳＡＴＡはＡＴＡ準拠の制御プロトコルで制御される
デバイスに対するシリアル通信を実現するものである。
【００１２】
　これに対して、ＵＳＢやＩＥＥＥ１３９４はシリアル接続で結線されるあらゆる装置の
結線や通信プロトコルを上位規定するものである。即ち、ＵＳＢやＩＥＥＥ１３９４上で
ＡＴＡ準拠の制御プロトコルで制御される装置を接続することは、ＵＳＢやＩＥＥＥ１３
９４を利用した適用例の一つである。そのために、ＵＳＢやＩＥＥＥ１３９４の接続下に
は、上記ＡＴＡ準拠機器以外の他の機器を配置することもできる。
【００１３】
　更に、ＩＥＥＥ１３９４では、ＨＤＤやＯＤＤあるいは磁気テープといった機器に対す
る記録再生の制御手順に関する指令を含まず、これらに機器から再生した、あるいは、こ
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れらの機器に記録するための映像や音声情報を適当なビットストリームとしての転送フォ
ーマットプロトコルの基に転送することに使用されることもある。
【００１４】
　以上のような、外部機器とのシリアル通信路による接続を有した装置の具体例を図２か
ら５で説明する。
【００１５】
　図２はパーソナルコンピュータ（以下ＰＣ）にシリアル通信を有した具体例である。メ
モリ１０３はＰＣ上で動作するオペレーティングシステムやアプリケーションプログラム
の動作メモリとして使用されるほか、各デバイスへ記録再生のためのバッファメモリとし
て使用される。
【００１６】
　ＣＰＵ１０１で処理される各種アプリケーションがオペレーティグシステムを通じてＨ
ＤＤ１０５やＯＤＤ１０６に対して記録を行う場合、ＡＴＡＰＩ（Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｔ
ｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　Ａｔｔａｃｈｍｅｎｔ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）回路
１０２を介して、ＨＤＤ１０５，ＯＤＤ１０６に書き込む情報と書き込む場所を設定する
。再生する場合は再生すべき情報が格納されている場所をＡＴＡＰＩ回路１０２を介して
指示する。
【００１７】
　ここで、書き込む場所や再生すべき情報が格納されている場所は、オペレーティングシ
ステムがファイル管理情報として、ＨＤＤ１０５やＯＤＤ１０６上の特定場所に記録して
いるので、再生する際はあらかじめファイル管理情報を読み出して所望の情報が何処に格
納されているかを把握し、記録した場合にはファイル管理情報が更新するための書き込み
を行う。
【００１８】
　以上のように、情報記録再生デバイスに対して記録再生を実際に行うためには、ＣＰＵ
１０１によって記録再生手順を制御する必要がある。
【００１９】
　他の接続デバイスも同様で、外付けのＨＤＤまたはＯＤＤ１１３へは、ＣＰＵ１０１が
ＡＴＡＰＩ回路１０２に上記手順と同様の処理をすると、その情報は、ＳＡＴＡ－Ｉ／Ｆ
回路１０７，１１２を介して伝送されると共に制御されて、所望の記録や再生制御が実施
される。
【００２０】
　フラッシュメモリ１１４への記録再生も同様で、フラッシュメモリ上に特定エリアに格
納されるファイル管理情報を基に、記録再生したい場所の特定を行って、ＵＳＢ－Ｉ／Ｆ
回路１０４を介して記録再生の手順と記録再生情報の送受信をＣＰＵ１０１が行う。ＵＳ
Ｂを介したＨＤＤ／ＯＤＤ１１５もまた同様に制御される。
【００２１】
　また、外部装置は必ずしも接続されているとは限らない。そのため、ＳＡＴＡ－Ｉ／Ｆ
回路１０７やＵＳＢ－Ｉ／Ｆ回路１０４へは、ＡＣアダプタ１０８またはバッテリ１０９
の何れから電源切り替え回路１１０を経て供給される電源を基に、レギュレータ回路１１
１で所望の電圧に安定化された電源から電力の供給を常時受ける。
【００２２】
　これによって、使用者の都合によって外部機器がシリアル通信路に接続されても，接続
の認知が可能なように待機する。
【００２３】
　以上のように、ＰＣの場合、ＰＣ上のＣＰＵ１０１が接続機器の記録再生手順や外部接
続装置の接続認知の主体（Ｂｕｓ Ｍａｓｔｅｒ）となる。
【００２４】
　次に、図３によりビデオカメラがシリアル通信を有した場合の具体例を説明する。ビデ
オカメラ２２９は外部装置として、パーソナルコンピュータ２３０と、ダビング用のＯＤ
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Ｄドライブ装置２３１が接続される。
【００２５】
　撮像回路２０１で撮像された映像信号とマイクロフォン２０２で集音された音声信号は
、信号の冗長な情報量を削減するために圧縮伸長回路２０３で圧縮され、記録情報として
バッファメモリ２１０に蓄えられる。ＣＰＵ２０８は上記記録情報のバッファメモリ２１
０の格納位置を把握すると共に、前述のＰＣの場合と同様の方法で、ＨＤＤ２１４の記録
場所を把握する。
【００２６】
　この二つの情報をＡＴＡＰＩ回路２１３を介して指示することでＨＤＤ２１４への映像
音声情報が記録される。また、映像音声情報の記録が終われば、ＨＤＤ２１４のその情報
を何処に格納したかのファイル管理情報を更新するための記録をＡＴＡＰＩ回路２１３を
介してＨＤＤ２１４に行う。
【００２７】
　映像音声情報を再生する場合は，予めファイル管理情報をＨＤＤ２１４からＡＴＡＰＩ
回路２１３を介して読み出しておき、再生すべき映像音声情報の格納場所を把握して、そ
の格納情報とバッファメモリ２１０への再生情報の展開格納先とをＡＴＡＰＩ回路２１３
に指示してＨＤＤ２１４からの再生を行う。バッファメモリ２１０に展開された映像音声
情報を圧縮伸長回路２０６で伸長して、液晶モニタ回路２０４、スピーカ２０５で表示な
らびに音声出力する。
【００２８】
　映像音声情報は同様の方法で、フラッシュメモリＩ／Ｆ２２１を介してメモリ２１２に
対しても記録再生が可能である。異なるのは、書き込み／再生の手順を指令するコマンド
体系がＡＴＡ準拠のコマンドと異なるだけであり、ファイル管理情報を基に格納先を特定
したり、あるいは，バッファメモリを利用して順次書き出し／読み込みを行う考え方は同
じである。
【００２９】
　ＰＣ２３０はＨＤＤ２１４に記録された映像音声情報を読み出したり、あるいは、読み
出した映像音声情報を編集加工した映像音声情報をＨＤＤ２１４に書き戻しを行う。
【００３０】
　ＣＰＵ２２２は、ＵＳＢ－Ｉ／Ｆ２２４に対するＵＳＢ－Ｉ／Ｆ２０９の接続認知を行
う。ＵＳＢ－Ｉ／Ｆ２０９はＡＣアダプタ２１７またはバッテリ２１６の何れかで生成さ
れ電源切り替え回路２１８で選択されて供給される電力を基に、レギュレータ回路２１９
で所望の電圧に安定化された電力の供給を受けることで、任意のタイミングでのＰＣ２３
０との接続のために待機する。
【００３１】
　接続の認知が完了すると、ＣＰＵ２２２はＵＳＢ－Ｉ／Ｆ２０９を介して、ＨＤＤ２１
４のファイル管理情報を読み出すべく指令する。この指令を受けて、ビデオカメラ内のＣ
ＰＵ２０８は、ＡＴＡＰＩ回路２１３を介して、ＨＤＤ２１４からファイル管理情報を読
み出しバッファメモリ２１０の展開する。ＣＰＵ２０８は、ＵＳＢ－Ｉ／Ｆ２０９に対し
て、展開されたファイル管理情報のバッファメモリ２１０上の格納場所を指示すると共に
ＵＳＢバスへの配信を指示する。これにより、ＣＰＵ２２２はファイル管理情報をＵＳＢ
－Ｉ／Ｆ２２４を介して受信し、メモリ２２３内の作業エリアに展開する。
【００３２】
　ＣＰＵ２２２は、このファイル管理情報を基に映像音声情報のＨＤＤ２１４内の格納場
所を特定し、改めて、取得したい映像音声情報の格納場所をＵＳＢ－Ｉ／Ｆ２２４を介し
て指示する。これに対するビデオカメラ側のＣＰＵ８の応答はファイル管理情報の場合と
同様である。
【００３３】
　編集加工した映像音声情報をＰＣ２３０からビデオカメラ内のＨＤＤ２１４に書き戻す
場合、ＣＰＵ２２２に対して書き戻し情報のＨＤＤ２１４内の格納場所と格納したい映像
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音声情報をＵＳＢ－Ｉ／Ｆ２２４介して送信する。ビデオカメラ側のＵＳＢ－Ｉ／Ｆ２０
９はＨＤＤ２１４への格納場所をＣＰＵ２０８に通知すると共に記録する映像音声情報を
バッファメモリ２１０に展開する。
【００３４】
　これを受けて、ＣＰＵ２０８はＡＴＡＰＩ回路２１３に対して、バッファメモリ２１０
上の記録映像音声情報の格納場所とＨＤＤ２１４上の記録格納先を指示してＨＤＤ２１４
への記録を実行する。次に、ＣＰＵ２２２はＨＤＤ２１４に対してファイル管理情報の更
新を行うが、その手順は上記映像音声情報の記録手順と同様である。
【００３５】
　以上のように、ＰＣ２３０が映像音声情報を読み出したり、書き戻したりする場合は、
機器の接続認知や記録再生手順についてはＰＣ２３０側がその制御主体となって実行する
。
【００３６】
　一方、ダビング用のＯＤＤドライブ装置２３１が接続される場合も同様に、ＣＰＵ２２
８が主体となってＵＳＢ－Ｉ／Ｆ２２７、２０９を介してＨＤＤ２１４に対して、ＣＰＵ
２２２と同様の方法でＯＤＤ２２６にダビングしたいＨＤＤ２１４上の映像音声情報の読
み出し、ＣＰＵ２２８制御下のバッファメモリ（不図示）に展開させる。ＣＰＵ２２８は
この情報をＡＴＡＰＩ回路２２５を介してＯＤＤ２２６に書き込みダビングを行う。
【００３７】
　このように、ダビング用のＯＤＤドライブ装置２３１がダビングのために、映像音声情
報を読み出す場合も、機器の接続認知や記録再生手順についてはＯＤＤドライブ装置２３
１側がその制御主体となって実行する。また、本例では、ビデオカメラ２２９のＵＳＢ－
Ｉ／Ｆ２０９に対して、ＰＣ２３０と接続する場合とダビング用ＯＤＤ装置２３１の接続
は排他的に行われる。
【００３８】
　本例では、ＵＳＢ－Ｉ／Ｆ２０９、バッファメモリ２１０とＡＴＡＰＩ回路２１３との
間にＣＰＵ２０８が介在し、ＨＤＤ２１４からの読み出しあるいはＨＤＤ２１４への書き
込みを行っている。これは、ＣＰＵ２０８の制御下にフラッシュメモリＩ／Ｆ２１１およ
びフラッシュメモリ２１２と言った非ＡＴＡ準拠の記録再生装置を有していて、それに対
するＰＣ２３０、ダビング用ＯＤＤ装置２３１の呼び出し、書き込みを行うためにバッフ
ァメモリ２１０を利用するためである。
【００３９】
　ＵＳＢを利用したＡＴＡ準拠機器の制御方法として、あるＵＳＢラインの支線配下にＡ
ＴＡ準拠の装置しか配置しない場合には、ＵＳＢ－Ｉ／Ｆとバッファメモリを利用して、
ＣＰＵによるプログラム介在なくＵＳＢのシリアル信号とＡＴＡ準拠のパラレル信号を相
互変換する仕掛け（ＵＳＢ－ＡＴＡブリッジ回路）であっても良い。
【００４０】
　これを利用すると、図４のように，ダビング側ＯＤＤ装置２３１を簡略化することもで
きる。即ち、ＵＳＢ－ＡＴＡブリッジ回路２３２を介してＯＤＤ２２６を直接制御する。
この場合、ＨＤＤ２１４に記録されているダビング対象の映像音声情報の読み出し手順、
および、ＯＤＤ２２６に対する書き込み手順，および、ダビング用ＯＤＤ装置２３１の接
続認知はＵＳＢ－Ｉ／Ｆ２０９、ＣＰＵ２０８が主体となって動作する。
【００４１】
　また、図５記載のように、記録再生手順を含まずビデオカメラ２２９とダビング用ＯＤ
Ｄ装置２３１を接続してダビングを実施する場合もある。即ち、伝送信号としては、あく
まで、映像音声情報を決められた伝送フォーマットならびに伝送速度（伝送速度は多段階
あっても良い）の基に送信する方法である。この場合は、ＨＤＤ２１４からの読み出しな
らびに送信の制御はＣＰＵ２０８が行い、受信ならびにＯＤＤ２２６への書き込み制御は
ＣＰＵ２２８がそれぞれ請け負うことになる。この種の接続も、ビデオカメラとデジタル
レコーダとを組み合わせる方法として存在する。
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【００４２】
　しかし、上記技術では，以下の点について特には考慮されていなかった。
【００４３】
　図３の例では、ダビング用ＯＤＤ装置側にビデオカメラ内のＨＤＤの内部から映像音声
情報を読み出す手順や、ＯＤＤに書き出すための記録手順を有する必要があった。このた
め、ユーザにとっては特殊な機能有するＯＤＤ装置をオプションとして購入する必要があ
った。
【００４４】
　また、ダビング用ＯＤＤ装置側が接続認知についても主体となる。このため、ダビング
用ＯＤＤ装置への電源投入後、少なくともダビング用ＯＤＤ装置がＵＳＢ－Ｉ／Ｆの初期
設定を完了してＵＳＢ－Ｉ／Ｆが使用可能となった後に、ビデオカメラを接続する必要が
あった。
【００４５】
　また、ビデオカメラとＰＣとの接続において、任意のタイミングで接続を行うためには
、ビデオカメラ側のＵＳＢ－Ｉ／Ｆに常時通電を行っている必要があり、撮像だけを楽し
む使途局面であっても、ＵＳＢ－Ｉ／Ｆの電力を消費してしまうという課題を有していた
。また、このＵＳＢ－Ｉ／Ｆの電力消費を抑えるために、ビデオカメラへの電源投入後、
ＵＳＢ－Ｉ／Ｆへの初期設定が完了して一定時間のみ通電し、その後、接続の認知が確立
すれば、電力の通電を継続し、接続の認知がなければＵＳＢ－Ｉ／Ｆへの電力供給を遮断
する（遮断回路不図示）方法もあるが、この場合は、ＰＣとの任意のタイミングでの接続
性が失われてしまうという課題を有していた。
【００４６】
　また、図４の例は、ダビング用ＯＤＤ装置の特殊性は除かれているが、ビデオカメラ側
のＵＳＢ－Ｉ／Ｆが接続される機器によって主体動作となるか非主体動作となるかが，接
続される機器によって異なり，かつ、機器が接続されるまで不明であるため、ＵＳＢ－Ｉ
／Ｆ２０９に対するＣＰＵ２０８の制御が難しといった課題を有していた。
【００４７】
　また、図５の例では、図３と同様に、ダビング側ＯＤＤ装置のＣＰＵ２２８にＯＤＤへ
の記録を制御する機能を有する必要があると共に、デジタルＩ／Ｆの伝送フォーマットを
解釈する機能が必要であり，高度な付加機能を必要としていた。
【００４８】
　そこで、本発明では、上記課題の全てまたは少なくともその一部を解決または改善した
情報記録再生装置を提供することを目的とする。例えば、情報記録再生装置において、使
用者の利便性を改善すること、バッテリ駆動時の動作時間を改善することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００４９】
　本発明は、上記目的を達成するため、特許請求の範囲に記載の構成を採用する。　例え
ば、ＰＣがシリアル通信線の制御の主体動作となり、かつ、外付けのダビング用ＯＤＤ装
置が非主体動作になり、かつ、ビデオカメラ上のシリアル通信インターフェイス手段の動
作が主体となるか非主体となるかの不明瞭性をなくすため，以下２通りの手段により課題
の解決を図る。
【００５０】
　第１の手段は、シリアルインターフェイス手段を二つ以上有して、一方はＰＣからの制
御に対応する非主体動作の第１のシリアル通信インターフェイスとする。これに対し、他
方は外付けＯＤＤ装置に対する主体動作の第２のシリアル通信インターフェイスとする。
【００５１】
　更に、第１のシリアルインターフェイスはビデオカメラのＨＤＤ以外へのシリアル通信
プロトコルを許容するインターフェイスとし、第２のシリアル通信インターフェイスはダ
ビング用ＯＤＤを制御するＡＴＡ準拠のシリアル通信手段とする。
【００５２】
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　更に、第２のシリアル通信インターフェイス手段は、ダビング専用のシリアル通信イン
ターフェイス手段となるから、使用者から明示的なダビング用ＯＤＤ装置の接続指示の受
付手段を設けるか、もしくは、省電力を意識しなくても良いＡＣアダプタによる電力供給
であることを検知する手段を設け、第２のシリアル通信インターフェイス手段への通電制
御する。
【００５３】
　第２の手段は、一つのシリアル通信インターフェイス手段と、使用者による明示的なシ
リアル通信インターフェイス手段の接続対象の選択手段を設け、シリアル通信インターフ
ェイス手段に接続される外部機器を選択し、外部機器がダビング用ＯＤＤ装置である場合
には、使用者から明示的なダビング用ＯＤＤ装置の接続指示の受付手段を設けるか、もし
くは、省電力を意識しなくても良いＡＣアダプタによる電力供給であることを検知する手
段を設け、シリアル通信インターフェイス手段への通電制御する。
【００５４】
　また、上記第１の手段、第２の手段何れの場合においても、シリアル通信インターフェ
イスの状態を液晶モニタ上に表示することにより、接続可能な状態にあるかを明示する。
【発明の効果】
【００５５】
　本発明によれば、例えば、情報記録再生装置上のシリアル通信インターフェイス手段の
動作が主体となるか非主体となるかの不明瞭性を抑えつつ、汎用的なダビング用外付けＯ
ＤＤ装置の接続を可能とし、使用者の利便性を改善することができる。また、例えば、シ
リアル通信インターフェイス手段の不要な電力消費を抑制でき、バッテリ駆動時の情報記
録再生装置の動作時間を改善できる効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００５６】
　本発明の第１の実施の形態を図１により説明する。
【００５７】
　はじめに、その構成を説明する。２９はビデオカメラ本体であり、本発明の対象である
情報記録再生装置の一例である。また、３０はパーソナルコンピュータ、３１はダビング
用外付けＯＤＤ装置であり，それぞれ，本発明の実施の形態を説明する上で、ビデオカメ
ラ２９の外部接続装置の例として記載するものである。
【００５８】
　次に、ビデオカメラ２９の構成を説明する。まず、カメラおよび表示機能の構成を示す
。
【００５９】
　１は映像を電気信号として撮像する撮像回路、２は音声を電気信号に変換するマイクロ
フォン、３は映像信号および音声信号の冗長性を除いて情報量の圧縮された映像音声情報
を生成する圧縮回路、および、圧縮された映像音声情報から映像信号および音声信号を再
現する伸長回路、４は映像信号を表示する液晶モニタ回路、５は音声信号を音波に変える
スピーカである。また、端子６，７は映像信号と音声信号をテレビにつないで表示するた
めの出力端子である。
【００６０】
　次に、ビデオカメラ２９の外部とのインターフェイスおよび記録再生ブロックの構成を
示す。９はＰＣ３０との接続に使うＵＳＢ－Ｉ／Ｆ回路、１０は各種インターフェイスや
圧縮伸長回路と情報のやり取りを行うためのバッファメモリ、１１はフラッシュメモリ１
２とのインターフイェス回路、１３はＨＤＤ１４とのインターフェイス回路（ＡＴＡＰＩ
回路）、１５はダビング用外付けＯＤＤ装置３１と接続するためのＳＡＴＡ－Ｉ／Ｆ回路
，８は上記回路群を制御するＣＰＵである。
【００６１】
　次に、ビデオカメラ２９の電源ブロックと操作ブロックの構成を示す。１６はバッテリ
、１７は商用電源から直流電圧を生成するＡＣアダプタ、１８はバッテリ１６、ＡＣアダ
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プタ１７から供給される直流電圧のいずれか一方を安定化電源回路に選択して供給する電
源切り替え回路、１９はビデオカメラ内部の各所で使用される各種電圧値の直流電圧を生
成するレギュレータ回路、２０はユーザがダビング用ＯＤＤ装置３１の接続を明示する操
作ＳＷ、２１はＳＡＴＡ－Ｉ／Ｆ回路２１への電力を遮断するＳＷ回路である。
【００６２】
　次に、ＰＣ３０の構成を説明する。２２はＣＰＵ、２３は処理プログラムの配置やデー
タのバッファメモリ、２４はビデオカメラ２９と接続するためのＵＳＢ－Ｉ／Ｆ回路であ
る。
【００６３】
　次に、ダビング用外付けＯＤＤ装置の構成を示す。２５はＳＡＴＡ－Ｉ／Ｆ回路、２６
はＡＴＡ準拠の制御プロトコルで動作するＯＤＤである。
【００６４】
　次に、本実施の形態の動作を説明する。
【００６５】
　撮像回路１で撮像された映像信号とマイクロフォン２で集音された音声信号は、信号の
冗長な情報量を削減するために圧縮伸長回路３で圧縮され、記録情報としてバッファメモ
リ１０に蓄えられる。また、ＣＰＵ８は上記記録情報のバッファメモリ１０の把握する。
一方、ＣＰＵ８は予め書き込む場所やＨＤＤ１４にどのように情報が格納されているかの
ファイル管理情報をＨＤＤ１４自体から読み出す。ファイル管理情報はＨＤＤ１４の特定
の場所もしくは特定の手順で探索できる場所に格納されているので、ＡＴＡＰＩ回路１３
にそのファイル管理情報の格納場所を設定し再生指示する。これに従い、ＨＤＤ２１４の
ファイル管理情報を再生し、ＡＴＡＰＩ回路１３を介してその情報をバッファメモリ１０
に展開する。
【００６６】
　ＣＰＵ８はこのファイル管理情報から、ＨＤＤ１４の空エリアを見つけ、その空エリア
の場所と、上記映像音声情報のバッファメモリ１０上の格納エリアとをＡＴＡＰＩ回路１
３に設定し　ＨＤＤ１４に対する記録指示を行い、記録を実施する。
【００６７】
　また、映像音声情報の記録が終われば、ＨＤＤ１４のその情報を何処に格納したかのフ
ァイル管理情報を更新するため、更新されたファイル管理情報を上記映像音声情報の記録
と同様の手順でＨＤＤ１４に記録する。
【００６８】
　映像音声情報を再生する場合は，予めファイル管理情報をＨＤＤ１４からＡＴＡＰＩ回
路１３を介して読み出しておき、再生すべき映像音声情報の格納場所を把握して、その格
納情報とバッファメモリ２１０への再生情報の展開格納先とをＡＴＡＰＩ回路１３に指示
してＨＤＤ１４からの再生を指令する。バッファメモリ１０に展開された映像音声情報を
圧縮伸長回路６で伸長して、液晶モニタ回路４、スピーカ５で表示ならびに音声出力する
。
【００６９】
　映像音声情報は同様の方法で、フラッシュメモリＩ／Ｆ１１を介してメモリ１２に対し
ても記録再生が可能である。異なるのは、書き込み／再生の手順を指令するコマンド体系
がＡＴＡ準拠のコマンドと異なるだけであり、ファイル管理情報を基に格納先を特定した
り、あるいは，バッファメモリを利用して順次書き出し／読み込みを行う考え方は同じで
ある。
【００７０】
　ＰＣ３０はＨＤＤ１４に記録された映像音声情報を読み出したり、あるいは、読み出し
た映像音声情報を編集加工した映像音声情報をＨＤＤ１４に書き戻しを行う。
【００７１】
　ＣＰＵ２２は、ＵＳＢ－Ｉ／Ｆ２４に対するＵＳＢ－Ｉ／Ｆ９の接続認知を行う。ＵＳ
Ｂ－Ｉ／Ｆ９はＡＣアダプタ１７またはバッテリ１６の何れかで生成され電源切り替え回
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路１８で選択されて供給される電力を基に、レギュレータ回路１９で所望の電圧に安定化
された電力の供給を受けることで、任意のタイミングでのＰＣ３０との接続のために待機
する。
【００７２】
　接続の認知が完了すると、ＣＰＵ２２はＵＳＢ－Ｉ／Ｆ９を介して、ＨＤＤ１４のファ
イル管理情報を読み出すべく指令する。この指令を受けて、ビデオカメラ内のＣＰＵ８は
、ＡＴＡＰＩ回路１３を介して、ＨＤＤ１４からファイル管理情報を読み出しバッファメ
モリ１０の展開する。ＣＰＵ８は、ＵＳＢ－Ｉ／Ｆ９に対して、展開されたファイル管理
情報のバッファメモリ１０上の格納場所を指示すると共にＵＳＢバスへの配信を指示する
。これにより、ＣＰＵ２２はファイル管理情報をＵＳＢ－Ｉ／Ｆ２４を介して受信し、メ
モリ２３内の作業エリアに展開する。
【００７３】
　ＣＰＵ２２は、このファイル管理情報を基に映像音声情報のＨＤＤ１４内の格納場所を
特定し、改めて、取得したい映像音声情報の格納場所をＵＳＢ－Ｉ／Ｆ２４を介して指示
する。これに対するビデオカメラ側のＣＰＵ８の応答はファイル管理情報の場合と同様で
ある。
【００７４】
　編集加工した映像音声情報をＰＣ３０からビデオカメラ内のＨＤＤ１４に書き戻す場合
、ＣＰＵ２２に対して書き戻し情報のＨＤＤ１４内の格納場所と格納したい映像音声情報
をＵＳＢ－Ｉ／Ｆ２４介して送信する。ビデオカメラ側のＵＳＢ－Ｉ／Ｆ９はＨＤＤ１４
への格納場所をＣＰＵ８に通知すると共に記録する映像音声情報をバッファメモリ１０に
展開する。
【００７５】
　これを受けて、ＣＰＵ８はＡＴＡＰＩ回路１３に対して、バッファメモリ１０上の記録
映像音声情報の格納場所とＨＤＤ１４上の記録格納先を指示してＨＤＤ１４への記録を実
行する。次に、ＣＰＵ２２はＨＤＤ１４に対してファイル管理情報の更新を行うが、その
手順は上記映像音声情報の記録手順と同様である。
【００７６】
　以上のように、ＰＣ３０が映像音声情報を読み出したり、書き戻したりする場合は、機
器の接続認知や記録再生手順についてはＰＣ３０側がその制御主体となって実行する。
一方、ダビング用ＯＤＤ装置３１がビデオカメラ２９のＳＡＴＡ－Ｉ／Ｆ１５に接続され
てビデオカメラ２９に認知される動作は次のようになる。
【００７７】
　まず、ビデオカメラ２９はＡＣアダプタ１７で動作させる。この場合、たとえば、バッ
テリ駆動時はバッテリの消耗による電圧レベルの低下を検知するためにＣＰＵ８において
その電圧をモニタする。したがって、バッテリ駆動時は，上記電圧信号により、バッテリ
による駆動であることを認知できる。ＡＣアダプタ１７による駆動の場合にはこの信号検
知がないので、ＡＣアダプタによる駆動であることが検知できる。
【００７８】
　ＡＣアダプタによる駆動の場合は、ビデオカメラはモバイル機器として重要な電力消費
を極度に重要視する必要がないので、ＣＰＵ８は電源通電制御ＳＷ２１を閉じて、ＳＡＴ
Ａ－Ｉ／Ｆ回路１５に通電しておく。もしくは、ＳＷ２０を操作して、使用者がダビング
用外付けＯＤＤ装置の接続を明示的に設定した場合、ＳＡＴＡ－Ｉ／Ｆ回路１５に通電し
ておく。
【００７９】
　以上の条件が整っている場合に、外付けＯＤＤ装置の電源を投入すると、ＳＡＴＡ－Ｉ
Ｆ２５とＳＡＴＡ－Ｉ／Ｆ１５の通信が確立される。
【００８０】
　次に、ダビング用ＯＤＤ装置３１にＨＤＤ１４内の映像音声情報をダビングする場合、
ＣＰＵ８が主体となって以下の操作をする。
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【００８１】
　ＣＰＵ８はダビングしたい映像音声情報が何処に格納されているかを把握するために，
まず，ＨＤＤ１４に記録されているファイル管理情報を読み出す。読み出し手順はこれま
での説明と同様である。読み出したファイル管理情報から、ダビング対象の映像音声情報
が記録されている場所を特定し、やはりこれまでと同様の方法で、読み出してバッファメ
モリ１０に展開する。
【００８２】
　次いで、ＣＰＵ８はＯＤＤ２６のファイル管理情報をＡＴＡＰＩ回路１３、ＳＡＴＡ－
Ｉ／Ｆ回路１５、ＳＡＴＡ－Ｉ／Ｆ回路２５を介して、ＯＤＤ２６から読み出す。このフ
ァイル管理情報からＯＤＤ２６の空エリアを見つけて、先にバッファメモリ１０に展開し
ておいたダビング映像音声情報の格納先とＯＤＤ２６の空エリアをＡＴＡＰＩ回路１３に
設定し記録を実行する。映像音声情報のＯＤＤ２６への記録が終われば，続いて同様の方
法で、ＯＤＤ２６のファイル管理情報を更新するための設定をＡＴＡＰＩ回路１３に設定
してファイル管理情報の更新書き込みを実施する。
【００８３】
　以上のように、ダビング用ＯＤＤ装置３１へのダビングにおける接続認知や記録再生手
順の制御についてはビデオカメラ２９側がその制御主体となって実行する。
【００８４】
　以上、本実施の形態によれば、従来と比較してインターフェイス回路の新たな待機電力
消費を増やさずにシリアル通信インターフェイスを多重化した。これにより、ダビング用
外付けＯＤＤ装置として記録再生手順を制御する主体的能力必要とするドライブ装置を必
要としないので，安価な外付けドライブを提供できる。
【００８５】
　また、外付けドライブの認知はカメラ側によってなされる。このため、外付けドライブ
の電源投入後からＵＳＢ－Ｉ／Ｆの初期設定が完了するまでの時間に接続が認知できない
といった不都合なタイミングがない。
【００８６】
　次に、図６により本発明の第２の実施の形態について説明する。図６の構成動作は図１
の構成動作はほとんど同じあるため、異なる部分だけを説明する。
【００８７】
　図６の構成は、シリアル通信インターフェイスを１つで構成した例であり、新たに追加
された構成要素は次のとおりである。３２はＵＳＢ信号を直接ＡＴＡ準拠のパラレル信号
に変換するＵＳＢ－ＡＴＡ変換回路、３５は電源遮断ＳＷ，３６はＵＳＢ－Ｉ／Ｆ回路９
をＰＣ用接続として使用するかダビング用外付けＯＤＤ装置のＩ／Ｆ回路として使用する
かの指示ＳＷ、３７はＯＳＤ（オン　スクリーン　ディスプレイ）回路である。
【００８８】
　次に、図１と異なる動作部について説明する。まず、ＰＣと接続する場合、予めＳＷ３
６により、ＵＳＢ－Ｉ／Ｆ回路９をＰＣによる接続目的で利用することをＣＰＵ８に指示
しておく。これにより、ＵＳＢ－Ｉ／Ｆ回路９への通電ＳＷ３５は常に導通状態となるべ
くＣＰＵ８が制御する。また、ＣＰＵ８は現在のＵＳＢ－Ｉ／Ｆの状態が、ＰＣ接続目的
に設定されていることをＯＳＤ回路３７により文字やキャラクタを利用して表示制御する
。
【００８９】
　この状態で、ＰＣ接続が行われれば、ＵＳＢ－Ｉ／Ｆ９はＣＰＵ８による接続の認知を
行う必要がなくなる。このため、ＰＣのＵＳＢ－Ｉ／Ｆ２４とお互いに接続の認知を主体
的に行ってしまう認識の衝突を回避できる。
【００９０】
　一方、ＳＷ３６によりＵＳＢ－Ｉ／Ｆ回路９を外付けＯＤＤ装置３１の接続目的に利用
すべく設定した場合、ＣＰＵ８はＳＷ２０の設定状態により、ＵＳＢ－Ｉ／Ｆ回路９への
電力の通電／非通電を制御する。即ち，外付けＯＤＤ装置３１を使用する場合だけ通電さ
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せる。これにより、ＵＳＢ－Ｉ／Ｆ回路９による不要な電力消費を抑えられる。逆にＳＷ
３５が通電されている状態で、外付けＯＤＤ装置が接続されれば接続の認知がなされる。
【００９１】
　次に、ＨＤＤ１４内の映像音声情報をＯＤＤ２６にダビングする場合、ＣＰＵ８はダビ
ング対象の映像音声情報をＡＴＡＰＩ回路１３を介して読み出し，バッファメモリ１０に
展開する。そして、ＵＳＢ－Ｉ／Ｆ回路９、ＵＳＢ－ＡＴＡ変換回路３２を介してＯＤＤ
２６に記録を行いダビングを実行する。
【００９２】
　本実施の形態によれば、シリアル通信インターフェイス数を増やすことなく、かつ、未
使用時のシリアル通信インターフェイス回路の電力を極力抑えたビデオカメラの外部機器
接続構成を実現できる。
【図面の簡単な説明】
【００９３】
【図１】本発明における第１の実施の形態の構成を説明するためのブロック図である。
【図２】外部装置と接続される情報記録再生装置の第１の構成例を説明するためのブロッ
ク図である。
【図３】外部装置と接続される情報記録再生装置の第２の構成例を説明するためのブロッ
ク図である。
【図４】外部装置と接続される情報記録再生装置の第３の構成例を説明するためのブロッ
ク図である。
【図５】外部装置と接続される情報記録再生装置の第４の構成例を説明するためのブロッ
ク図である。
【図６】本発明における第２の実施の形態の構成を説明するためのブロック図である。
【符号の説明】
【００９４】
１…撮像回路
２…マイクロフォン
３…映像音声圧縮伸長回路
４…液晶表示回路
５…スピーカ
８…ＣＰＵ
９…ＵＳＢ－Ｉ／Ｆ回路
１０…バッファメモリ
１１…フラッシュメモリＩ／Ｆ回路
１２…フラッシュメモリ
１３…ＡＴＡＰＩ回路
１４…ハードディスクドライブ
１５…Ｓｅｒｉａｌ ＡＴＡ回路
１６…バッテリ
１７…ＡＣアダプタ回路
１８…電源切り替え回路
１９…レギュレータ回路
２０…ダビング操作指示ＳＷ
２１…電力断続回路
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